オメガの会第３回スピーカーコンテスト　「Alain（アラン）　WRT5」　坂谷達一郎　2024.10.21
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	共鳴管はスピーカー自作界隈では最も人気がないシステムである。共鳴管はコーンに背圧がかからないので細かな音が出る。低域を出すのには最も効率的である。反面、開放端からは盛大な中高音が逆相で出るのでこれを抑制しないとハイファイにはならない。私は中高音を抑制し、共鳴管の利点を最大に生かすWRT（winding resonance tube ）というシステムを提案し、今回は５作目となる。
WRTでは音道の180度折り返しの繰り返しで中高音を効果的に減弱させる。今までは垂直方向の折り返しであったが、今回は水平方向に挑戦した。
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	垂直方向の折り返し回数を多くすると奥行が長くて不格好になる。同じ音道の長さなら水平方向折り返しの方が、キャビネットとしてなじみのある形になる。ただ、単純に水平方向折り返しとすると音道の縦横比が同じくらいになり、巨大なものになる。それを避けるためにはどうしても左図の用な音道構成としなくてはならない。この場合、ユニットがバッフルの中央よりやや高めに位置するので、正面からみたときのルックスが悪くなる。そのためフェイクのツィーターをマウントすることにした。
（←側板と天板は12mm厚MDF、他はすべて9mm厚MDF）


共鳴管スピーカー音を決める要素と本作における調整について記す。
（1）音道の全長　共鳴管の最低域は音道の長さLで決る。a(Hz)=340÷（Ｌ×4）である。長くすれば最低域は伸びるが、力のない低域になる。50-60Hzがいいところである。本作ではL＝1.64mで最低共鳴周波数は52Hzである。
(2) 音道断面の縦横比　縦横比1:1が共鳴管の効率は最大だが、それではスピーカーが大きくなりすぎる。縦横比を小さくしていくと低域から共鳴動作が働かなくなり、しまりのない、ぐずぐずした音になる。本作では50mm対91mmの55%である。
(3)開口端の絞り　音道全開とすれば解放的な音になるが中高音の漏れが大きくなり逆位相の成分が多くなる。今回は経験的に40mm径の正円の開口として27%の絞り率とした。外見はバスレフ・ダクトのようだが、バスレフ動作はしていないようだ。
　#　（1）-（3）までは過去の作例の経験から決めている。次の（4）、（5）は今回はじめて検討した。
(4) ユニット近くの仕切り板の断面積の絞り率　これは音道開口部からの逆方向の音がユニットから出る音と干渉するのを防ぐためである。仕切り板を使わない場合は音道を長くすると低域が濁り、ぼけてくる。仕切り板で音道断面積を絞る率が強いと力強い低音が出なくなり開放的な音でなくなる。スピーカーの最後の調整として仕切り板の位置と絞り率を試聴しながら決めた。位置はＡ、Ｂ、Ｃではデッドスペースが出来るせいかよろしくない。Ｄの位置で仕切り板の高さを20.22,25,28,30,32,35mmの高さの仕切り板を作って試聴した結果32mm（絞り率64%）が最適だった。
（5）ユニットと音道閉鎖端の距離　距離が近すぎると小さな密閉型のように詰まった音になる。離しすぎると閉鎖端からの反射音と干渉が起こる。ユニットの方を動かすわけには行かないので、ある程度離してユニットを取付け、5mmの板を底に重ねて試聴した。0枚、1枚、2枚では1枚が最適だった。
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	フェイク・ツイーターはコーヒー豆の計量スプーンの底をカット。台座はプラスチックの箱から切り出し。(いずれもダイソーで購入)、MDFからリングを切り出し塗装。


その他の対策）　ユニットの脚の裏に和紙を貼って耳につく高域を緩和した。マグネットとフレームの間の溝は配管用パテを充填し、音の流れをよくした。キャビネット内部の配線はアルミ拍でシールドしてノイズを軽減させた。
価格)　・スピーカー・ユニット　FF85WK　4,585円×2　・スピーカー・ターミナル　2,267円×2
命名）　伊達ツイーターを使ったので、今年亡くなった世界的伊達男のアラン・ドロンさんの名前を頂いた。
困難であった点）　類似した構造のスピーカー試作はしていたのでそれについては困難はなかった。フェイク・ツイーターのリング作成は何回もやりなおした。
目的達成の程度）　徹底的に試聴を繰り返し、（4）仕切り板と（5）閉鎖端から距離を調整してWRTとしては最も高音質になった。しかし、最低域の拡大と量感は満足していない。音道はもう少し短くして、共振周波数８０Hｚくらいにした方がよかったかも。
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